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 今回は春に咲くマメ科の花を掲載しました。 

 上段はサヤエンドウの白花です。マメ科エンドウ属の野菜で、若いさやごと食べるの
が特徴のエンドウ豆の一種です。日本では春を代表する食材として親しまれています。 
花の色は赤と白があり、白花のほうが育てやすく収量も多いようです。 

 下段はソラマメの花です。マメ科ソラマメ属の一年草で、古くから世界各地で食用と
されてきました。さやが上向きに実るため「空豆」と呼ばれます。 豆は大きく、ほくほ
くした食感とほんのり甘みがあり、塩ゆで、焼き物、スープ、天ぷらなど幅広く使われ
ています。 

  今号の話題 ・新旧理事長ご挨拶 

        ・岐阜県の取り組み「ぎふ農業活性化基本計画」 のご紹介 

         ・JA全農岐阜 土壌診断の取り組みについてのご紹介 

        ・ミニ知識 基準値_食品分類について etc 

理事長 雨宮 功治 

就任の挨拶 

野菜の花 



岐阜県農政 新たな基本計画のご紹介 
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「みどりの食料システム戦略」実現のための土壌診断実施要領  
              （JA全農岐阜）が改訂されました。 

  なお、当センターでは、堆肥を活用した取組での認定等に必要と

なる土壌診断のための肥料成分分析や、農産物の残留農薬分析に対

応しておりますので、ご活用ください。 
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編集後記 

 春といえば卒業、入学、就職、人事異動の季節ですね。出会いや別れ､
そして新たな場所でスタートを切る、皆がいろんな思いをかかえながら
人生を歩んでいく、素晴らしい季節だと思います。 

 センターでも4月より理事長が交代し、寂しい別れと同時に新たなス
テージへの幕開けを感じた新年度となりました。新理事長を筆頭に職員
一丸となって努力してまいりますので、今後ともご愛顧のほどよろしく
お願い申し上げます。 （S.I.） 

① GC-MS/MSを更新しました。 

 当センターメイン機種の1つであるGC-MS/MSを更新いたしまし

た。性能も一段階上になり、より精度の高い分析が可能となりまし

た。この4月から新装置を用いた分析結果を報告しております。 

 なお、装置購入にあたり県の「元気な農業産地構造改革支援事業

費補助金」を活用させていただきました。 

 

② 視察研修を受け入れています。 

 コロナ禍以来久しぶりに視察研修のお申し込みをいただき、令和

7年度に県外3団体の視察をお受けしました。視察では残留農薬分析

や土壌分析に関連した話題を提供しております。ご興味のある方、

視察研修先をお探しの方はどうぞご利用ください。 

前理事長 平工 孝義 

退任の挨拶 

 令和８年３月３１日をもちまして、（一社）ぎ

ふクリーン農業研究センター理事長を辞任いたし

ました。皆様方にはこれまでひとかたならぬご厚

情を賜り、心より御礼申し上げます。 

 当センターでは、理事として１３年、理事長と

して８年務めさせていただきました。農薬残留分

析や土壌分析を通じて安全・安心な岐阜県の農産

物を消費者の皆さんにお届けするという重要な仕

事の一端を担うことができ、本当にうれしく思っ

ています。このように大過なく任を果たすことが

できましたのも、会員であるＪＡグループや岐阜

県、岐阜大学をはじめ多くの関係機関の方々のご

支援・ご協力の賜物であり、心から感謝を申し上

げます。 

 後任の理事長は雨宮功治様に引き継ぎましたので、今後とも変わらぬ

ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 当センターのますますのご発展をお祈

りし、退任の挨拶と致します。 長い間大変お世話になりました！ 

前理事長 平工 孝義 

ト  ピ ッ  ク  ス 

 ご依頼お待ちしております♪ 


